
常磐大学　人間科学部コミュニケーション学科　成績評価基準・評価指標（ルーブリック）

「ゼミナールⅠ」

評定

評点

GP

S

100～90 点

4

（２）日常生活の中で出会う情報
を批判的に読み解き、多面的に判
断することができる。

評価項目

知識・理解

思考・判断

卒業研究・卒業制作のテーマにつ
いて、社会における位置づけがあ
る程度可能である。

卒業研究・卒業制作のテーマが、
他者とのコミュニケーションを通
じて設定されている。

卒業研究・卒業制作のテーマ設定
において、日常生活の中で出会う
情報に対する批判的思考、あるい
は多面的な判断が反映されてい
る。

（３）科学的な知見を基礎とした
他者との円滑なコミュニケーショ
ンによって、家庭にあっても、地
域社会にあっても、企業にあって
も、情報化、国際化する社会の中
で一定の役割を果たすことができ
る。 思考・判断・

表現

到達目標

（１）自分の卒業研究・卒業制作
についてコミュニケーション学の
観点から説明することができる。

評　価　基　準

卒業研究・卒業制作のテーマを、
コミュニケーション学の観点に基
づいて設定し、それについて根拠
を述べることができる。

授業内容の習熟を達成している
（Ａ）

到達目標を達成している（Ｃ） 到達目標を達成できていない（Ｄ）

A B C D

2 1 0

59～0 点

3

79～70 点 69～60 点89～80 点

卒業研究・卒業制作のテーマを、
コミュニケーション学の観点に基
づいて設定することができていな
い。

授業内容の習熟を超えたレベルに達
成している（Ｓ）

卒業研究・卒業制作のテーマを、
コミュニケーション学の観点に基
づいて設定し、それについて理論
的に体系立てて根拠を述べること
ができる。

卒業研究・卒業制作のテーマにつ
いて、社会での位置づけが可能で
あり、自ら理論的に説明すること
ができる。

卒業研究・卒業制作のテーマにつ
いて、社会での位置づけが可能で
あり、自ら説明することができ
る。

卒業研究・卒業制作のテーマにつ
いて、社会での位置づけが可能で
ある。

卒業研究・卒業制作のテーマを、
概ねコミュニケーション学の観点
に基づいて設定することができ
る。

授業内容の習熟と到達目標の間にあ
るレベルを達成している（Ｂ）

卒業研究・卒業制作のテーマを、
コミュニケーション学の観点に基
づいて設定することができる。

卒業研究・卒業制作のテーマに関
し、社会における位置づけが曖昧
である。

卒業研究・卒業制作のテーマの
テーマ設定において、日常生活の
中でで合う情報に対する批判的思
考、あるいは多面的な判断のいず
れもが反映されていない。

卒業研究・卒業制作のテーマが、
他者とのコミュニケーションを通
じて設定されていない。

履修生相互の
学び

卒業研究・卒業制作のテーマ設定
において、日常生活の中で出会う
情報に対する批判的思考および多
面的な判断が反映されている。

卒業研究・卒業制作のテーマが、
科学的な知見を基礎とした他者と
の円滑なコミュニケーションを通
じて設定されている。

卒業研究・卒業制作のテーマ設定
において、日常生活の中で出会う
情報に対する批判的思考および多
面的な判断が反映されており、そ
れらについて根拠を述べることが
できる。

卒業研究・卒業制作のテーマが、
科学的な知見を基礎とした他者と
の円滑なコミュニケーションを通
じて設定されており、そのプロセ
スを自ら説明することができる。

卒業研究・卒業制作のテーマが、
科学的な知見を基礎とした他者と
の円滑なコミュニケーションを通
じて設定されており、そのプロセ
スを自ら体系立てて説明すること
ができる。

卒業研究・卒業制作のテーマ設定
において、日常生活の中で出会う
情報に対する批判的思考および多
面的な判断が反映されており、そ
れらについて理論的に体系立てて
根拠を述べることができる。



常磐大学　人間科学部コミュニケーション学科　成績評価基準・評価指標（ルーブリック）

「ゼミナールⅡ」

D

（３）科学的な知見を基礎とした
他者との円滑なコミュニケーショ
ンによって、家庭にあっても、地
域社会にあっても、企業にあって
も、情報化、国際化する社会の中
で一定の役割を果たすことができ
る。

評定 S A B C

0

評点 100～90 点 89～80 点 79～70 点 69～60 点 59～0 点

GP 4 3 2 1

（１）自分の卒業研究・卒業制作
についてコミュニケーション学の
観点から説明することができる。

知識・理解

到達目標 評価項目
評　価　基　準

授業内容の習熟を超えたレベルに達
成している（Ｓ）

授業内容の習熟を達成している
（Ａ）

授業内容の習熟と到達目標の間にあ
るレベルを達成している（Ｂ）

到達目標を達成している（Ｃ） 到達目標を達成できていない（Ｄ）

卒業研究・卒業制作のテーマにつ
いて、コミュニケーション学の複
数の資料との関連の中で、体系立
てて説明することができる。

卒業研究・卒業制作のテーマにつ
いて、コミュニケーション学の複
数の資料との関連の中で説明する
ことができる。

卒業研究・卒業制作のテーマにつ
いて、コミュニケーション学の資
料に関連づけて説明することがで
きる。

（２）日常生活の中で出会う情報
を批判的に読み解き、多面的に判
断することができる。

思考・判断 卒業研究・卒業制作を推進するた
めの資料に触れる中で、得た情報
に対する批判的思考、および情報
に関する多面的判断ができ、自ら
理論的に体系立てて説明すること
ができる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの資料に触れる中で、得た情報
に対する批判的思考、および情報
に関する多面的判断ができ、自ら
説明することができる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの資料に触れる中で、得た情報
に対する批判的思考、および情報
に関する多面的判断ができる。

卒業研究・卒業制作のテーマにつ
いて、ある程度コミュニケーショ
ン学の資料に関連づけて説明する
ことができる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの資料をめぐって他者とコミュ
ニケーションをとることができて
いない。

卒業研究・卒業制作のテーマにつ
いて、コミュニケーション学の資
料に関連づけて説明することがで
きない。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの資料に触れる中で、得た情報
に対する批判的思考、あるいは情
報に関する多面的判断ができる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの資料に触れる中で、得た情報
に対する批判的思考、あるいは情
報に関する多面的判断のいずれも
ができていない。

卒業研究・卒業制作について、自
分のテーマの学術的な位置づけが
理解できていない。

履修生相互の
学び

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの資料をめぐって他者とコミュ
ニケーションをとり、その内容に
ついて自ら体系立てて説明するこ
とができる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの資料をめぐって他者とコミュ
ニケーションをとり、その内容に
ついて自ら説明することができ
る。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの資料をめぐって他者とコミュ
ニケーションをとることができ
る。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの資料をめぐってある程度他者
とコミュニケーションをとること
ができる。

思考・判断・
表現

卒業研究・卒業制作について、自
分のテーマの学術的な位置づけを
理解し、自ら理論的に説明するこ
とができる。

卒業研究・卒業制作について、自
分のテーマの学術的な位置づけを
理解し、自ら説明することができ
る。

卒業研究・卒業制作について、自
分のテーマの学術的な位置づけが
理解できている。

卒業研究・卒業制作について、自
分のテーマの学術的な位置づけが
ある程度理解できている。



常磐大学　人間科学部コミュニケーション学科　成績評価基準・評価指標（ルーブリック）

「卒業論文Ⅰ」

D

（４）科学的な知見を基礎とした
他者との円滑なコミュニケーショ
ンによって、家庭にあっても、地
域社会にあっても、企業にあって
も、情報化、国際化する社会の中
で一定の役割を果たすことができ
る。

評定 S A B C

0

評点 100～90 点 89～80 点 79～70 点 69～60 点 59～0 点

GP 4 3 2 1

（１）情報社会におけるメディア
とコミュニケーション、国際社会
における外国の人々とのコミュニ
ケーション現象に幅広く関心を持
つことができる。

関心・意欲・
態度

到達目標 評価項目
評　価　基　準

授業内容の習熟を超えたレベルに達
成している（Ｓ）

授業内容の習熟を達成している
（Ａ）

授業内容の習熟と到達目標の間にあ
るレベルを達成している（Ｂ）

到達目標を達成している（Ｃ） 到達目標を達成できていない（Ｄ）

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論に、情報社会における
メディアとコミュニケーション、
国際社会における外国の人々との
コミュニケーション現象に対する
関心が反映されており、それにつ
いて理論的に体系立てて説明でき
る。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論に、情報社会における
メディアとコミュニケーション、
国際社会における外国の人々との
コミュニケーション現象に対する
関心が反映されており、それにつ
いて説明できる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論に、情報社会における
メディアとコミュニケーション、
国際社会における外国の人々との
コミュニケーション現象に対する
関心が反映されている。

（２）自分の卒業研究・卒業制作
についてコミュニケーション学の
観点から説明することができる。

知識・理解 卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論が、コミュニケーショ
ン学の知見に基づいて構築されて
おり、それについて理論的に体系
立てて説明できる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論が、コミュニケーショ
ン学の知見に基づいて構築されて
おり、それについて説明できる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論が、コミュニケーショ
ン学の知見に基づいて構築されて
いる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論に、情報社会における
メディアとコミュニケーション、
国際社会における外国の人々との
コミュニケーション現象に対する
関心がある程度反映されている。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論に、日常生活の中で出
会う情報に対する批判的思考、あ
るいは情報に関する多面的判断が
反映されていない。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論に、情報社会における
メディアとコミュニケーション、
国際社会における外国の人々との
コミュニケーション現象に対する
関心が反映されていない。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論が、ある程度コミュニ
ケーション学の知見に基づいて構
築されている。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論が、ある程度コミュニ
ケーション学の知見に基づいて構
築されていない。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論が、科学的な知見を基
礎とした他者とのコミュニケー
ションを通じて決定されていな
い。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論に、日常生活の中で出
会う情報に対する批判的思考、あ
るいは情報に関する多面的判断が
反映されている。

（３）日常生活の中で出会う情報
を批判的に読み解き、多面的に判
断することができる。

思考・判断 卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論に、日常生活の中で出
会う情報に対する批判的思考、お
よび情報に関する多面的判断が反
映されており、それについて理論
的に体系立てて説明できる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論に、日常生活の中で出
会う情報に対する批判的思考、お
よび情報に関する多面的判断が反
映されており、それについて説明
できる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論に、日常生活の中で出
会う情報に対する批判的思考、お
よび情報に関する多面的判断が反
映されている。

履修生相互の
学び

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論が、科学的な知見を基
礎とした他者との円滑なコミュニ
ケーションを通じて決定されてお
り、そのプロセスについて理論的
に説明できる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論が、科学的な知見を基
礎とした他者との円滑なコミュニ
ケーションを通じて決定されてお
り、そのプロセスについて説明で
きる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論が、科学的な知見を基
礎とした他者との円滑なコミュニ
ケーションを通じて決定されてい
る。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論が、科学的な知見を基
礎とした他者とのコミュニケー
ションを通じてある程度決定され
ている。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論が、社会における諸問
題解決に応用できない。

思考・判断・
表現

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論が社会における諸問題
解決に応用でき、それを自ら理論
的に説明できる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論が社会における諸問題
解決に応用でき、それを自ら説明
できる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論が、社会における諸問
題解決に応用できる。

卒業研究・卒業制作を推進するた
めの方法論が、社会における諸問
題解決にある程度応用できる。



常磐大学　人間科学部コミュニケーション学科　成績評価基準・評価指標（ルーブリック）

「卒業論文Ⅱ」

D

（４）科学的な知見を基礎とした
他者との円滑なコミュニケーショ
ンによって、家庭にあっても、地
域社会にあっても、企業にあって
も、情報化、国際化する社会の中
で一定の役割を果たすことができ
る。

評定 S A B C

0

評点 100～90 点 89～80 点 79～70 点 69～60 点 59～0 点

GP 4 3 2 1

（１）情報社会におけるメディア
とコミュニケーション、国際社会
における外国の人々とのコミュニ
ケーション現象に幅広く関心を持
つことができる。

関心・意欲・
態度

到達目標 評価項目
評　価　基　準

授業内容の習熟を超えたレベルに達
成している（Ｓ）

授業内容の習熟を達成している
（Ａ）

授業内容の習熟と到達目標の間にあ
るレベルを達成している（Ｂ）

到達目標を達成している（Ｃ） 到達目標を達成できていない（Ｄ）

卒業研究・卒業制作に、情報社会
におけるメディアとコミュニケー
ション、国際社会における外国の
人々とのコミュニケーション現象
に対する関心が反映されており、
それについて理論的に体系立てて
説明できる。

卒業研究・卒業制作に、情報社会
におけるメディアとコミュニケー
ション、国際社会における外国の
人々とのコミュニケーション現象
に対する関心が反映されており、
それについて説明できる。

卒業研究・卒業制作に、情報社会
におけるメディアとコミュニケー
ション、国際社会における外国の
人々とのコミュニケーション現象
に対する関心が反映されている。

（２）自分の卒業研究・卒業制作
についてコミュニケーション学の
観点から説明することができる。

知識・理解 卒業研究・卒業制作が、コミュニ
ケーション学の知見に基づいて構
築されており、それについて理論
的に体系立てて説明できる。

卒業研究・卒業制作が、コミュニ
ケーション学の知見に基づいて構
築されており、それについて説明
できる。

卒業研究・卒業制作が、コミュニ
ケーション学の知見に基づいて構
築されている。

卒業研究・卒業制作に、情報社会
におけるメディアとコミュニケー
ション、国際社会における外国の
人々とのコミュニケーション現象
に対する関心がある程度反映され
ている。

卒業研究・卒業制作に、日常生活
の中で出会う情報に対する批判的
思考、あるいは情報に関する多面
的判断が反映されていない。

卒業研究・卒業制作に、情報社会
におけるメディアとコミュニケー
ション、国際社会における外国の
人々とのコミュニケーション現象
に対する関心が反映されていな
い。

卒業研究・卒業制作が、ある程度
コミュニケーション学の知見に基
づいて構築されている。

卒業研究・卒業制作が、ある程度
コミュニケーション学の知見に基
づいて構築されていない。

卒業研究・卒業制作が、科学的な
知見を基礎とした他者とコミュニ
ケーションを通じて行われていな
い。

卒業研究・卒業制作に、日常生活
の中で出会う情報に対する批判的
思考、あるいは情報に関する多面
的判断が反映されている。

（３）日常生活の中で出会う情報
を批判的に読み解き、多面的に判
断することができる。

思考・判断 卒業研究・卒業制作に、日常生活
の中で出会う情報に対する批判的
思考、および情報に関する多面的
判断が反映されており、それにつ
いて理論的に体系立てて説明でき
る。

卒業研究・卒業制作に、日常生活
の中で出会う情報に対する批判的
思考、および情報に関する多面的
判断が反映されており、それにつ
いて説明できる。

卒業研究・卒業制作に、日常生活
の中で出会う情報に対する批判的
思考、および情報に関する多面的
判断が反映されている。

履修生相互の
学び

卒業研究・卒業制作がある程度、
科学的な知見を基礎とした他者と
コミュニケーションを通じて行わ
れ、そのプロセスについて理論的
に体系立てて説明できる。

卒業研究・卒業制作がある程度、
科学的な知見を基礎とした他者と
コミュニケーションを通じて行わ
れ、そのプロセスについて説明で
きる。

卒業研究・卒業制作が、科学的な
知見を基礎とした他者とコミュニ
ケーションを通じて行われてい
る。

卒業研究・卒業制作がある程度、
科学的な知見を基礎とした他者と
コミュニケーションを通じて行わ
れている。

卒業研究・卒業制作が、社会にお
ける諸問題の解決に応用できな
い。

思考・判断・
表現

卒業研究・卒業制作が社会におけ
る諸問題の解決に応用でき、その
理由を自ら理論的に体系立てて説
明できる。

卒業研究・卒業制作が社会におけ
る諸問題の解決に応用でき、その
理由を自ら説明できる。

卒業研究・卒業制作が、社会にお
ける諸問題の解決に応用できる。

卒業研究・卒業制作が、社会にお
ける諸問題の解決にある程度応用
できる。
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